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   令和２年度野田市水道事業

（１）収益的収入及び支出

  収    入

第１款  水道事業収益

  第１項  営業収益

  第２項  営業外収益

  支    出

第１款  水道事業費用

  第１項  営業費用

  第２項  営業外費用

  第３項  特別損失

  第４項  予備費

区        分

区        分
当初予算額 補正予算額

当初予算額

流  用
増減額

地方公営企
業法第24条
第3項の規定
による支出
額

小    計

補正予算額
地方公営企業法第24条第3
項の規定による支出額に
係る財源充当額

合    計

予              算              額

予備費支出額

予                    算                    額

△ 39,000

△ 7,653,535

△ 39,000
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   令和２年度野田市水道事業

（１）収益的収入及び支出

  収    入

第１款  水道事業収益

  第１項  営業収益

  第２項  営業外収益

  支    出

第１款  水道事業費用

  第１項  営業費用

  第２項  営業外費用

  第３項  特別損失

  第４項  予備費

区        分

区        分
当初予算額 補正予算額

当初予算額

流  用
増減額

地方公営企
業法第24条
第3項の規定
による支出
額

小    計

補正予算額
地方公営企業法第24条第3
項の規定による支出額に
係る財源充当額

合    計

予              算              額

予備費支出額

予                    算                    額

△ 39,000

△ 7,653,535

△ 39,000

決算報告書

（単位:円）

△

(うち仮受消費税及び地方消費税)

△

(うち仮受消費税及び地方消費税)

（単位:円）

(うち仮払消費税及び地方消費税)

(うち消費税及び地方消費税納付額)

(うち仮払消費税及び地方消費税)

備　　　　　考

地方公営企
業法第26条
第2項の規定
による繰越
額

合    計
決 算 額

地方公営企
業法第26条
第2項の規定
による繰越
額

不 用 額

備        考決  算  額 予算額に比べ決算額の増減

予                    算                    額
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（単位:円）

（単位:円）

(うち仮払消費税及び地方消費税)

(うち仮払消費税及び地方消費税)

(うち仮払消費税及び地方消費税)

　資本的収入額が資本的支出額に不足する額1,786,206,717円は、過年度分損益勘定留保資金1,317,679,179　円及び減債積立金344,397,544円並びに当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額

　たな卸資産購入限度額については、予算額23,288,000円に対し決算額は、14,947,735円で、このうち仮払　消費税及び地方消費税は1,358,885円である。

    予算額に比べ
    決算額の増減

備　　　考継続費逓次繰越
額に係る財源充
当額

決　算　額

備　　考

地方公営
企業法第
26条の規
定による
繰越額

継続費
逓  次
繰越額

合    計

△ 21,000

継続費
逓  次
繰越額

予                    算                    額

合　　　計

不  用  額

翌年度繰越額予                  算                  額

決  算  額
合  計
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（単位:円）

（単位:円）

(うち仮払消費税及び地方消費税)

(うち仮払消費税及び地方消費税)

(うち仮払消費税及び地方消費税)

　資本的収入額が資本的支出額に不足する額1,786,206,717円は、過年度分損益勘定留保資金1,317,679,179　円及び減債積立金344,397,544円並びに当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額

　たな卸資産購入限度額については、予算額23,288,000円に対し決算額は、14,947,735円で、このうち仮払　消費税及び地方消費税は1,358,885円である。

    予算額に比べ
    決算額の増減

備　　　考継続費逓次繰越
額に係る財源充
当額

決　算　額

備　　考

地方公営
企業法第
26条の規
定による
繰越額

継続費
逓  次
繰越額

合    計

△ 21,000

継続費
逓  次
繰越額

予                    算                    額

合　　　計

不  用  額

翌年度繰越額予                  算                  額

決  算  額
合  計





財  務  諸  表



（単位：円）

１  営業収益

  （１）給水収益

  （２）受託工事収益

  （３）他会計負担金

  （４）その他営業収益

２  営業費用

  （１）原水及び浄水費

  （２）配水及び給水費

  （３）受託工事費

  （４）業務費

  （５）総係費

  （６）減価償却費

   (７）資産減耗費

        営業損失

３  営業外収益

  （１）給水申込納付金

  （２）他会計補助金

  （３）長期前受金戻入

  （４）雑収益

４  営業外費用

  （１）支払利息及び

        企業債取扱諸費

  （２）雑支出

        経常利益

５  特別損失

  （１）過年度損益修正損 △ 117,725

        当年度純利益

        前年度繰越利益剰余金

　　　　その他未処分利益剰余金変動額

　　　　当年度未処分利益剰余金

令和２年度　野田市水道事業損益計算書
（令和2年4月1日から令和3年3月31日まで）



− 5 −

（単位：円）

１  営業収益

  （１）給水収益

  （２）受託工事収益

  （３）他会計負担金

  （４）その他営業収益

２  営業費用

  （１）原水及び浄水費

  （２）配水及び給水費

  （３）受託工事費

  （４）業務費

  （５）総係費

  （６）減価償却費

   (７）資産減耗費

        営業損失

３  営業外収益

  （１）給水申込納付金

  （２）他会計補助金

  （３）長期前受金戻入

  （４）雑収益

４  営業外費用

  （１）支払利息及び

        企業債取扱諸費

  （２）雑支出

        経常利益

５  特別損失

  （１）過年度損益修正損 △ 117,725

        当年度純利益

        前年度繰越利益剰余金

　　　　その他未処分利益剰余金変動額

　　　　当年度未処分利益剰余金

令和２年度　野田市水道事業損益計算書
（令和2年4月1日から令和3年3月31日まで）
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　令和２年度　野田市水道事業剰余金計算書

　（令和2年4月1日から令和3年3月31日まで）

補助金 他会計負担金 受贈財産評価額 工事寄附負担金

前年度末残高

資本金

前年度処分額

野田市水道事業の設置等に関する条
例第４条による処分額

処分後残高

資本金への組入

剰余金

資本剰余金

減債積立金の積立

当年度変動額

積立金の取崩し

当年度純利益

当年度末残高
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　令和２年度　野田市水道事業剰余金計算書

　（令和2年4月1日から令和3年3月31日まで）

補助金 他会計負担金 受贈財産評価額 工事寄附負担金

前年度末残高

資本金

前年度処分額

野田市水道事業の設置等に関する条
例第４条による処分額

処分後残高

資本金への組入

剰余金

資本剰余金

減債積立金の積立

当年度変動額

積立金の取崩し

当年度純利益

当年度末残高

（単位：円）

その他資本剰余金 資本剰余金合計 減債積立金 利益積立金 建設改良積立金 未処分利益剰余金 利益剰余金合計

△ 796,698,899 △ 505,590,810

△ 796,698,899 △ 505,590,810

△ 505,590,810 △ 505,590,810

△ 291,108,089

(繰越利益剰余金）

△ 344,397,544

△ 344,397,544

(当年度未処分利益剰余金）

利益剰余金 資本合計

剰余金

資本剰余金
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令和２年度　野田市水道事業剰余金処分計算書

(単位：円）

資本金 資本剰余金 未処分利益剰余金

△ 849,328,897

△ 344,397,544

△ 170,658,289

△ 334,273,064

(繰越利益剰余金）

減債積立金の積立

当年度末残高

野田市水道事業の設置等に関する条例
第４条による処分額

処分後残高

資本金への組入（積立金の取崩し）

資本金への組入（長期前受金収益化）

（単位：円）

１  固定資産

  （１）有形固定資産

      イ  土    地

      ロ  建    物

          減価償却累計額 △ 1,408,697,213

      ハ  構 築 物

          減価償却累計額 △ 17,679,831,907

      ニ  機械及び装置

          減価償却累計額 △ 5,333,190,510

      ホ  車両運搬具

          減価償却累計額 △ 31,401,107

      ヘ  工具、器具及び備品

          減価償却累計額 △ 64,166,136

      ト  建設仮勘定

        有形固定資産合計

  （２）無形固定資産

      イ  電話加入権

      ロ  その他無形固定資産

        無形固定資産合計

  （３）投資その他の資産

      イ  出 資 金

        投資その他の資産合計

        固定資産合計

２  流動資産

  （１）現金・預金

  （２）未 収 金

  　　　未収金貸倒引当金 △ 2,182,519

  （３）貯 蔵 品

        流動資産合計

        資産合計

令和２年度　野田市水道事業貸借対照表
（令和3年3月31日）

資  産  の  部
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（単位：円）

１  固定資産

  （１）有形固定資産

      イ  土    地

      ロ  建    物

          減価償却累計額 △ 1,408,697,213

      ハ  構 築 物

          減価償却累計額 △ 17,679,831,907

      ニ  機械及び装置

          減価償却累計額 △ 5,333,190,510

      ホ  車両運搬具

          減価償却累計額 △ 31,401,107

      ヘ  工具、器具及び備品

          減価償却累計額 △ 64,166,136

      ト  建設仮勘定

        有形固定資産合計

  （２）無形固定資産

      イ  電話加入権

      ロ  その他無形固定資産

        無形固定資産合計

  （３）投資その他の資産

      イ  出 資 金

        投資その他の資産合計

        固定資産合計

２  流動資産

  （１）現金・預金

  （２）未 収 金

  　　　未収金貸倒引当金 △ 2,182,519

  （３）貯 蔵 品

        流動資産合計

        資産合計

令和２年度　野田市水道事業貸借対照表
（令和3年3月31日）

資  産  の  部
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（単位：円）

３  固定負債

  （１）企 業 債

      イ　建設改良費等の財源に

　　　　　充てるための企業債

        企業債合計

  （２）引 当 金

      イ　退職給付引当金

        引当金合計

        固定負債合計

４  流動負債

  （１）企 業 債

      イ　建設改良費等の財源に

　　　　　充てるための企業債

        企業債合計

  （２）未 払 金

  （３）引 当 金

      イ　賞与引当金

      ロ　修繕引当金

        引当金合計

  （４）その他流動負債

      イ  下水道預り金

      ロ  預り諸税等

      ハ  預り保証金

      ニ  過誤納預り金

        その他流動負債合計

        流動負債合計

５  繰延収益

  （１）長期前受金

      イ  補助金

      ロ  他会計負担金

      ハ  受贈財産評価額

      ニ  工事寄附負担金

      ホ  その他長期前受金

        長期前受金合計

  （２）長期前受金収益化累計額 △ 6,183,578,627

        繰延収益合計

        負債合計

負  債  の  部
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６  資本金

７  剰余金

  （１）資本剰余金

      イ  補 助 金

  　  ロ  他会計負担金

      ハ  受贈財産評価額

      ニ  工事寄附負担金

      ホ  その他資本剰余金

        資本剰余金合計

  （２）利益剰余金

      イ  減債積立金

      ロ  利益積立金

      ハ  建設改良積立金

      ニ  当年度未処分利益剰余金

        利益剰余金合計

        剰余金合計

        資本合計

        負債資本合計

資  本  の  部
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注 記 表 
 

１ 重要な会計方針に係る事項に関する注記 
（１）資産の評価基準及び評価方法 

・資産の評価基準は、原則として取得原価を帳簿価格とする。 

・取得原価は、購入及び製作に直接要した価格及び付帯費用とする。 

・たな卸資産の受払いは、先入先出法とする。 

（２）固定資産の減価償却の方法 

イ 有形固定資産 

・減価償却方法は定額法とする。ただし、機械及び装置の水道メーターは取替法とする。 

・主な耐用年数 

   建物         10～50 年 

   構築物        10～60 年 

   機械及び装置      5～30 年 

   車両運搬具       4～ 6 年 

   工具、器具及び備品   2～15 年 

ロ 無形固定資産 

・減価償却方法は定額法とする。 

・主な耐用年数 

   その他無形固定資産     5 年 

（３）引当金の計上方法 

イ 退職給付引当金 

・職員の退職手当の支給に備えるため、当年度末における退職手当の要支給額に相当する金額

を計上した。 

ロ 賞与引当金 

・職員の期末手当及び勤勉手当の支給（手当に係る法定福利費を含む。）に備えるため、当年度

末における支給見込額に基づき、当年度の負担に属する額を計上した。 

ハ 貸倒引当金 

・水道料金等の貸倒れによる損失に備えるため、貸倒懸念債権の額及び未収金の経過年数を考

慮した額を計上した。 

（４）消費税及び地方消費税の会計処理 

  ・消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式としている。 

 
２ キャッシュ・フロー計算書に関する注記 

・間接法により作成している。 

 
３ リース契約により使用する固定資産に関する注記 

（１）リース会計に係る特例措置 

・所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた

会計処理を行っている。 
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（２）賃貸借処理を行っている所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る未経過リース料相当額 

1 年内   5,513,700 円 

1 年超  12,552,240 円 

     計     18,065,940 円 

 

４ その他の注記 
（１）引当金に関する事項 

イ 退職給付引当金 

・当年度における退職手当の支給を行うため、14,878,500 円を取り崩した。 

ロ 修繕引当金 

・当年度における施設の修繕費用として、4,300,000 円を取り崩した。 

ハ 賞与引当金 

・当年度における職員の期末手当及び勤勉手当の支給（手当に係る法定福利費を含む。）を行う

ため、21,253,470 円を取り崩した。 

ニ 貸倒引当金 

・当年度において、水道料金等の貸倒れによる損失に充てるため、1,902,491 円を取り崩した。 

 

 

 

 

 

 

注 記 表 
 

１ 重要な会計方針に係る事項に関する注記 
（１）資産の評価基準及び評価方法 

・資産の評価基準は、原則として取得原価を帳簿価格とする。 

・取得原価は、購入及び製作に直接要した価格及び付帯費用とする。 

・たな卸資産の受払いは、先入先出法とする。 

（２）固定資産の減価償却の方法 

イ 有形固定資産 

・減価償却方法は定額法とする。ただし、機械及び装置の水道メーターは取替法とする。 

・主な耐用年数 

   建物         10～50 年 

   構築物        10～60 年 

   機械及び装置      5～30 年 

   車両運搬具       4～ 6 年 

   工具、器具及び備品   2～15 年 

ロ 無形固定資産 

・減価償却方法は定額法とする。 

・主な耐用年数 

   その他無形固定資産     5 年 

（３）引当金の計上方法 

イ 退職給付引当金 

・職員の退職手当の支給に備えるため、当年度末における退職手当の要支給額に相当する金額

を計上した。 

ロ 賞与引当金 

・職員の期末手当及び勤勉手当の支給（手当に係る法定福利費を含む。）に備えるため、当年度

末における支給見込額に基づき、当年度の負担に属する額を計上した。 

ハ 貸倒引当金 

・水道料金等の貸倒れによる損失に備えるため、貸倒懸念債権の額及び未収金の経過年数を考

慮した額を計上した。 

（４）消費税及び地方消費税の会計処理 

  ・消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式としている。 

 
２ キャッシュ・フロー計算書に関する注記 

・間接法により作成している。 

 
３ リース契約により使用する固定資産に関する注記 

（１）リース会計に係る特例措置 

・所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた

会計処理を行っている。 





事  業  報  告  書
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令和２年度野田市水道事業報告書 

 

１．概  況  

（１）総括事項  

国内の水道事業を取り巻く環境は、人口減少や節水意識の高まり、生活スタイル

の変化による水需要が減少する一方で、水道施設の老朽化による更新需要の増大や

自然災害等への対応が求められる非常に厳しいものとなっています。  
本市においては、人口減少もさることながら、単身者世帯・高齢者世帯の増加、

節水等の進行によって、世帯当たりの使用水量が減少しており、一方では、老朽化

に伴う更新投資が加速度的に増大するなど、経営環境は一段と厳しいものとなって

おります。  
こうした中で、令和 2 年度は前年度に策定した長期計画「未来構想 水道ビジョ

ン野田（経営戦略）」のスタートの年でもありました。新たな計画に基づき、上花輪

浄水場の廃止又は休止に向けた取組や「リスク管理型の水管理」に向けた取組等、

各種施策を確実に進めるとともに、持続可能な経営を維持するために、老朽化対策

を重点に置きつつ、「使用可能年数による更新サイクルの平準化」や「レベル別管理

による長寿命化策」を引き続き実施しております。水需要の促進を図るため、マス

コットキャラクターなどを用いた「情報発信力」の強化にも積極的に取り組んでま

いりました。  
また、令和 2 年度は戦後最大で未曽有ともいえる新型コロナウイルス感染症が猛

威を振るった年でもあり、経済活動の低迷、外出自粛などにより、水需要も大きな

影響を受けました。  
有収率については、工場等の有収水量は減少しましたが、外出自粛により在宅時

間が増加し家庭用の有収水量が増加した結果、一時的に前年度より改善しています。 
事業費用については、継続的な長寿命化策や状態監視による予防保全策の推進に

加え、上花輪浄水場の廃止又は休止に向けた関連経費の見直しなどを実施し、事業

費全体では対前年度比減となっております。  
事業収益については、新型コロナウイルス感染症の影響による社会経済活動の停

滞や水道料金の基本料金の免除措置等により、給水収益及び給水申込納付金で減少

しているものの、受託工事収益及び基本料金免除分の他会計補助金が増加している

ことから、収益全体では対前年度比増となりました。  
収支差引では、事業見直しや予算執行段階における経費節減努力による事業費用

の減少が大きく、対前年度比増となっております。  
 建設改良工事については、浄配水場施設更新工事や配水管布設替工事等 29 件、拡

張工事では、水道施設管理棟（お客様センター）建設事業新築工事や給水希望者の

要望を最優先とした未整備地域の解消を図るための配水管布設工事等 17 件、総延長

5,227.82ｍを実施しました。  
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（業務状況） 

 令和２年度末給水人口は、149,862 人（対前年度比 64 人、0.04％減）、給水件数は、

61,270 件（対前年度比 782 件、1.3％増）で、普及率 97.3％（対前年度比 0.2 ポイ

ント増）となっています。 

年間給水量は、15,235,239 ㎥（対前年度比 400,171 ㎥、2.7％増）で、このうち北

千葉広域水道企業団からの受水量は 14,054,690 ㎥で依存度 92.3％となり、また年間

有収水量では、14,600,385 ㎥（対前年度比 524,151 ㎥、3.7％増）で、有収率 95.8％

（対前年度比 0.9 ポイント増）となっています。 

有収水量の内訳としては、家庭用 12,063,394 ㎥（構成比 82.6％、対前年度比

598,994 ㎥、5.2％増）、工場用 633,907 ㎥（構成比 4.4％、対前年度比 13,346 ㎥、

2.1％減）、その他 1,903,084 ㎥（構成比 13.0％、対前年度比 61,497 ㎥、3.1％減）

となっています。 

（経理の状況） 

 収 益 的 収 支 （ 消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 抜 き ） に つ い て は 、 事 業 収 益 決 算 額

3,239,978,978 円（対前年度比 29,815,490 円、0.9％増）に対し、事業費用決算額は、

2,735,047,625 円（対前年度比 11,053,319 円、0.4％減）で差引 504,931,353 円（対

前年度比 40,868,809 円、8.8％増）の当年度純利益となりました。収支の内訳は、

事業収益では、営業収益 2,669,211,004 円（対前年度比 116,360,040 円、4.2％減）、

営業外収益 570,767,974 円（対前年度比 146,175,530 円、34.4％増）で、主なもの

としては、給水収益 2,583,060,490 円、給水申込納付金 186,649,000 円、他会計補

助金 209,325,400 円、長期前受金戻入 170,658,289 円などです。 

 一方、事業費用では、営業費用 2,683,149,369 円（対前年度比 1,474,253 円、0.1％

増）、営業外費用 51,780,531 円（対前年度比 12,645,297 円、19.6％減）、特別損失

117,725 円（対前年度比 117,725 円、皆増）で、主なものとしては、受水費 980,119,900

円、減価償却費 939,810,172 円、支払利息 51,412,409 円などとなっています。 

 資本的収支については、資本的収入決算額 11,090,800 円（対前年度比 3,609,200

円、24.6％減）で、内訳としては、工事寄附負担金 2,351,800 円、他会計負担金

8,739,000 円です。資本的支出決算額は 1,797,297,517 円（対前年度比 277,819,370

円、18.3％増）で、内訳は、建設改良費 882,496,801 円、拡張事業費 544,167,430

円、資産取得費 26,235,742 円、企業債償還金 344,397,544 円です。この結果、資本

的収入額が資本的支出額に不足する額 1,786,206,717 円は、過年度分損益勘定留保

資金 1,317,679,179 円、減債積立金 344,397,544 円、当年度分消費税及び地方消費

税資本的収支調整額 124,129,994 円で補塡しました。  
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（２）議会議決事項

（３）職員に関する事項 （単位：人）

事務職 技術職 計 事務職 技術職 計

次    長 1 1 2 1 1 1 1

課    長 1 1 1 1

主　　幹 1 1 △ 1 △ 1

課長補佐 1 1 2 2 2 △ 1 1

副 主 幹

係    長 2 2 4 2 1 3 1 1

主　　査 3 2 5 1 4 5 2 △ 2

主任主事 　11（1) 　11（1） 8 8

主任技師 2 2 3 3 △ 1 △ 1

主    事 1 1 △ 1 △ 1

技　　師 1 1 1 1

技 師 補 1 1 △ 1 △ 1

計 　19（1） 9 　28（1） 16 10 26 △ 1

（注）管理者は除く。(　)は再任用職員を内書きしたものである。

　議案第　８号

一般職の職員の給与に関する条例等
の一部改正
（企業職員の給与の種類及び基準に
関する条例の一部改正）

令和2年11月30日 令和2年11月30日

　　3（1）

令和元年度末現在      職  種
職  名

令和2年度末現在 増        減

令和3年3月1日令和３年度水道事業会計予算 令和3年3月23日　議案第　６号

　　3（1）

　　3（1）

　　2（1）

事務職 計技術職

議案番号 件                名 議決年月日提出年月日

令和2年7月13日 令和2年8月3日　認　第　３号 令和元年度水道事業会計決算認定

　議案第　７号 令和２年度水道事業会計補正予算 令和2年5月8日 令和2年5月8日
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工  事  名 金    額 着工年月日 竣工年月日 施　　工　　内　　容

上花輪486番地

№3配水ポンプ

上花輪486番地

№4集水装置・№4ろ材

下三ケ尾433～同437番地先　工事延長438.81ｍ

HPPE口径50㎜～100㎜　HIVP口径50㎜

仕切弁19基

桐ケ作1266番地1

№1配水ポンプ

谷津626～七光台67番地先　工事延長32.08ｍ

GX口径150㎜　HPPE口径150㎜

尾崎1714～東金野井821番地先　工事延長519.71ｍ

GX口径150㎜　HPPE口径50㎜ HIVP口径50㎜

仕切弁5基

中根324番地

ウレタン塗膜防水

（３）受託工事の概況（1件1,000万円以上） （単位：円）

工  事  名 金    額 着工年月日 竣工年月日 施    工    内    容

七光台460～尾崎6番地先　　工事延長246.15ｍ

HPPE口径50㎜～75㎜　HIVP口径50㎜

PE口径50㎜　仕切弁6基

七光台配水管移設工事 20,130,000  R2.12.18  R3.3.10

中根配水場
管理棟屋根防水工事

15,730,000  R3.1.21  R3.3.19

 R2.10.3  R3.3.15

東金野井導水管等布設
替工事

41,911,100  R2.11.13  R3.3.15

34,270,500

上花輪浄水場
№３配水ポンプ更新工
事

25,300,000  R3.3.18

 R3.2.28

 R2.9.4

23,347,500
上花輪浄水場
№４急速ろ過池更新工
事

 R2.10.3

 R3.3.15
谷津配水管布設替工事
（その２）

19,800,000

桐ケ作配水場
№１配水ポンプ更新工
事

11,000,000

 R2.11.13

 R2.10.3  R3.3.15
下三ケ尾配水管布設替
工事

２．工　事

（１）拡張工事の概況（1件1,000万円以上） （単位：円）

工  事  名 金    額 着工年月日 竣工年月日 施　　工　　内　　容

中根324番地先

鉄骨造地上2階建延床面積740.94㎡

敷地面積19,606.68㎡の一部約400㎡

宮崎288～横内82番地先　工事延長322.61ｍ

HPPE口径100㎜

仕切弁2基

目吹1410～同1425番地先　工事延長274.22ｍ

HPPE口径50㎜～75㎜

仕切弁2基

清水723～同790番地先　工事延長264.11ｍ

HPPE口径50㎜～75㎜

仕切弁7基

宮崎127～同179番地先　工事延長508.15ｍ

HPPE口径50㎜～100㎜　HIVP口径50㎜

仕切弁9基

（２）建設改良工事の概況（1件1,000万円以上） （単位：円）

工  事  名 金    額 着工年月日 竣工年月日 施　　工　　内　　容

木間ケ瀬2073番地

アクティブフィルタ盤・低圧動力分電盤

アクティブフィルタ分電盤・低圧動力盤

谷津626～七光台67番地先　工事延長182.49ｍ

GX口径75㎜～150㎜　HIVP口径75㎜

仕切弁5基 消火栓1基

東金野井850番地の1

№1配管・№1ろ過材

五木新町地先

仕切弁32基

野田785～同836番地先　工事延長458.43ｍ

GX口径75㎜～100㎜　HPPE口径50㎜

仕切弁11基　消火栓1基

宮崎104～同101番地先　工事延長578.85ｍ

GX口径75㎜～250㎜　HPPE口径50㎜　HIVP口径50㎜

PE口径50㎜　仕切弁11基　消火栓2基

上花輪新町1-2～同11-7番地先　工事延長662.92ｍ

GX口径75㎜～200㎜　HPPE口径50㎜～75㎜　HIVP口径50㎜

仕切弁14基　消火栓3基

東金野井850番地の1

№2、3ろ過機盤・ろ過機現場操作盤

中根324番地

№4配水ポンプ・№4逆止弁・№4吐出弁

桐ケ作1266番地1　他

カメラ制御盤・屋外カメラ・屋内カメラ

木間ケ瀬2073番地

№5配水ポンプ・№5逆止弁・№5吐出弁

水道施設管理棟
【お客様センター】
建設事業新築工事

297,880,000  R2.2.27  R3.3.22

 R2.9.4

木間ケ瀬浄水場
№５配水ポンプ更新工
事

 R3.3.15

野田配水管布設替工事

谷津配水管布設替工事
（その１）

21,242,100

60,042,400

 R3.3.15

 R2.7.1

 R2.8.5  R2.12.21

 R3.2.26

22,662,200

 R2.8.13

 R2.8.13  R2.12.14

 R3.3.19

五木新町仕切弁設置工
事

32,538,000

 R2.8.5

東金野井浄水場
№１ろ過機更新工事

宮崎配水管布設替工事

 R3.3.15

 R2.8.13

 R2.8.13

35,200,000

82,500,000  R2.8.13  R3.3.25

 R3.3.18

 R3.3.1581,005,100

中根配水場
配水ポンプ設備更新工
事

44,660,000

20,900,000

東金野井浄水場
ろ過設備盤更新工事

65,967,000

桐ケ作配水場
監視カメラ更新工事

 R2.8.13

 R2.9.4

 R3.3.15

上花輪新町配水管布設
替工事

木間ケ瀬浄水場
動力設備更新工事

91,300,000

横内配水管布設工事 14,410,000  R2.8.5  R2.10.29

宮崎配水管布設工事 23,100,000  R2.10.31  R3.2.25

 R2.11.2613,795,100  R2.8.13
目吹配水管布設工事
（その１）

清水配水管布設工事 21,771,200  R2.10.31  R3.3.12
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HPPE口径50㎜～100㎜　HIVP口径50㎜

仕切弁19基

桐ケ作1266番地1

№1配水ポンプ

谷津626～七光台67番地先　工事延長32.08ｍ

GX口径150㎜　HPPE口径150㎜

尾崎1714～東金野井821番地先　工事延長519.71ｍ

GX口径150㎜　HPPE口径50㎜ HIVP口径50㎜

仕切弁5基

中根324番地

ウレタン塗膜防水

（３）受託工事の概況（1件1,000万円以上） （単位：円）

工  事  名 金    額 着工年月日 竣工年月日 施    工    内    容

七光台460～尾崎6番地先　　工事延長246.15ｍ

HPPE口径50㎜～75㎜　HIVP口径50㎜

PE口径50㎜　仕切弁6基

七光台配水管移設工事 20,130,000  R2.12.18  R3.3.10

中根配水場
管理棟屋根防水工事

15,730,000  R3.1.21  R3.3.19

 R2.10.3  R3.3.15

東金野井導水管等布設
替工事

41,911,100  R2.11.13  R3.3.15

34,270,500

上花輪浄水場
№３配水ポンプ更新工
事

25,300,000  R3.3.18

 R3.2.28

 R2.9.4

23,347,500
上花輪浄水場
№４急速ろ過池更新工
事

 R2.10.3

 R3.3.15
谷津配水管布設替工事
（その２）

19,800,000

桐ケ作配水場
№１配水ポンプ更新工
事

11,000,000

 R2.11.13

 R2.10.3  R3.3.15
下三ケ尾配水管布設替
工事

２．工　事

（１）拡張工事の概況（1件1,000万円以上） （単位：円）

工  事  名 金    額 着工年月日 竣工年月日 施　　工　　内　　容

中根324番地先

鉄骨造地上2階建延床面積740.94㎡

敷地面積19,606.68㎡の一部約400㎡

宮崎288～横内82番地先　工事延長322.61ｍ

HPPE口径100㎜

仕切弁2基

目吹1410～同1425番地先　工事延長274.22ｍ

HPPE口径50㎜～75㎜

仕切弁2基

清水723～同790番地先　工事延長264.11ｍ

HPPE口径50㎜～75㎜

仕切弁7基

宮崎127～同179番地先　工事延長508.15ｍ

HPPE口径50㎜～100㎜　HIVP口径50㎜

仕切弁9基

（２）建設改良工事の概況（1件1,000万円以上） （単位：円）

工  事  名 金    額 着工年月日 竣工年月日 施　　工　　内　　容

木間ケ瀬2073番地

アクティブフィルタ盤・低圧動力分電盤

アクティブフィルタ分電盤・低圧動力盤

谷津626～七光台67番地先　工事延長182.49ｍ

GX口径75㎜～150㎜　HIVP口径75㎜

仕切弁5基 消火栓1基

東金野井850番地の1

№1配管・№1ろ過材

五木新町地先

仕切弁32基

野田785～同836番地先　工事延長458.43ｍ

GX口径75㎜～100㎜　HPPE口径50㎜

仕切弁11基　消火栓1基

宮崎104～同101番地先　工事延長578.85ｍ

GX口径75㎜～250㎜　HPPE口径50㎜　HIVP口径50㎜

PE口径50㎜　仕切弁11基　消火栓2基

上花輪新町1-2～同11-7番地先　工事延長662.92ｍ

GX口径75㎜～200㎜　HPPE口径50㎜～75㎜　HIVP口径50㎜

仕切弁14基　消火栓3基

東金野井850番地の1

№2、3ろ過機盤・ろ過機現場操作盤

中根324番地

№4配水ポンプ・№4逆止弁・№4吐出弁

桐ケ作1266番地1　他

カメラ制御盤・屋外カメラ・屋内カメラ

木間ケ瀬2073番地

№5配水ポンプ・№5逆止弁・№5吐出弁

水道施設管理棟
【お客様センター】
建設事業新築工事

297,880,000  R2.2.27  R3.3.22

 R2.9.4

木間ケ瀬浄水場
№５配水ポンプ更新工
事

 R3.3.15

野田配水管布設替工事

谷津配水管布設替工事
（その１）

21,242,100

60,042,400

 R3.3.15

 R2.7.1

 R2.8.5  R2.12.21

 R3.2.26

22,662,200

 R2.8.13

 R2.8.13  R2.12.14

 R3.3.19

五木新町仕切弁設置工
事

32,538,000

 R2.8.5

東金野井浄水場
№１ろ過機更新工事

宮崎配水管布設替工事

 R3.3.15

 R2.8.13

 R2.8.13

35,200,000

82,500,000  R2.8.13  R3.3.25

 R3.3.18

 R3.3.1581,005,100

中根配水場
配水ポンプ設備更新工
事

44,660,000

20,900,000

東金野井浄水場
ろ過設備盤更新工事

65,967,000

桐ケ作配水場
監視カメラ更新工事

 R2.8.13

 R2.9.4

 R3.3.15

上花輪新町配水管布設
替工事

木間ケ瀬浄水場
動力設備更新工事

91,300,000

横内配水管布設工事 14,410,000  R2.8.5  R2.10.29

宮崎配水管布設工事 23,100,000  R2.10.31  R3.2.25

 R2.11.2613,795,100  R2.8.13
目吹配水管布設工事
（その１）

清水配水管布設工事 21,771,200  R2.10.31  R3.3.12
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３．業  務

（１）業務量

対前年度比

行政区域内人口 人 △

計画給水人口 人

給水人口 人 △

給水件数 件

行政区域内人口比 ％ ―

計画給水人口比 ％ ―

年間給水量 ㎥

一日最大給水量 ㎥

一日平均給水量 ㎥

一人一日最大給水量 ℓ

一人一日平均給水量 ℓ

年間有収水量 ㎥

家庭用 ㎥

工場用 ㎥ △

その他 ㎥ △

有収率 ％ ―

有

収

水

量

普及率

増      減

比        較
令和2年度 令和元年度区        分 単位

給

水

人

口

等

給

水

量
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３．業  務

（１）業務量

対前年度比

行政区域内人口 人 △

計画給水人口 人

給水人口 人 △

給水件数 件

行政区域内人口比 ％ ―

計画給水人口比 ％ ―

年間給水量 ㎥

一日最大給水量 ㎥

一日平均給水量 ㎥

一人一日最大給水量 ℓ

一人一日平均給水量 ℓ

年間有収水量 ㎥

家庭用 ㎥

工場用 ㎥ △

その他 ㎥ △

有収率 ％ ―

有

収

水

量

普及率

増      減

比        較
令和2年度 令和元年度区        分 単位

給

水

人

口

等

給

水

量

（２）事業収入に関する事項

対前年度比

営業収益 △

  給水収益 △

  受託工事収益 皆増

  他会計負担金 △

  その他営業収益 △

営業外収益

  給水申込納付金 △

  他会計補助金

  長期前受金戻入 △

  雑収益

合      計

金額は、消費税及び地方消費税抜きとなっています。

（単位：円、％）

科      目 令和2年度 令和元年度
増      減

比        較
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（３）事業費用に関する事項

対前年度比

営業費用

  原水及び浄水費 △

  配水及び給水費

  受託工事費 皆増

  業務費

  総係費 △

  減価償却費 △

  資産減耗費

営業外費用 △

  支払利息及び

  企業債取扱諸費

　雑支出

特別損失 皆増

  過年度損益修正損 皆増

合      計 △

金額は、消費税及び地方消費税抜きとなっています。

科      目 令和2年度 令和元年度

（単位：円、％）

△

比        較

増      減
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（３）事業費用に関する事項

対前年度比

営業費用

  原水及び浄水費 △

  配水及び給水費

  受託工事費 皆増

  業務費

  総係費 △

  減価償却費 △

  資産減耗費

営業外費用 △

  支払利息及び

  企業債取扱諸費

　雑支出

特別損失 皆増

  過年度損益修正損 皆増

合      計 △

金額は、消費税及び地方消費税抜きとなっています。

科      目 令和2年度 令和元年度

（単位：円、％）

△

比        較

増      減

（４）資本的収入に関する事項

対前年度比

工事寄附負担金 皆増

  工事寄附負担金 皆増

他会計負担金 △

  他会計負担金 △

合      計 △

金額は、消費税及び地方消費税抜きとなっています。

（５）資本的支出に関する事項

対前年度比

建設改良費 △

  水道施設費 △

  水道メーター費 △

拡張事業費

  水道施設費

  事務費

資産取得費

  固定資産購入費

企業債償還金

  企業債償還金

合      計

金額は、消費税及び地方消費税抜きとなっています。

（単位：円、％）

科      目 令和2年度 令和元年度
比        較

増      減

（単位：円、％）

科      目 令和2年度 令和元年度
比        較

増      減
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４．会  計

（１）重要契約の要旨（１件 1,000万円以上の契約） （単位：円）

契約年月日 契 約 金 額 契　約　の　内　容 契 約 の 相 手 方

荏原実業(株)　東関東支社

荏原実業(株)　東関東支社

（株）日本水道設計社　松
戸営業所

水ｉｎｇエンジニアリング
(株)　首都圏支店

(有)小松屋ポンプ店

荏原実業(株)　東関東支社

福井電機(株)

三菱ふそうトラック・バス
(株)　南関東ふそう

(株)鴨狩商店

東京電機産業(株)　千葉支
店

荏原実業(株)　東関東支社

(株)エス・アイ・シー

(株)ホーユー水興

(有)小林設備

理水化学(株)

浦辺建設(株)

浅野さく泉管工(株)

末柄工業(株)

大現建設(株)

(株)高野住設

浅野さく泉管工(株)

栄進建設(株)

(株)ホーユー水興

宮崎配水管布設替工事

上花輪新町配水管布設替工事

東金野井浄水場　ろ過設備盤更新工事

中根配水場　配水ポンプ設備更新工事

桐ケ作配水場　監視カメラ更新工事

谷津配水管布設替工事（その１）

東金野井浄水場　№１ろ過機更新工事

目吹配水管布設工事（その１）

五木新町仕切弁設置工事

野田配水管布設替工事

給水車購入

木間ケ瀬浄水場　動力設備更新工事

横内配水管布設工事

木間ケ瀬浄水場　№５配水ポンプ更新工事

上花輪浄水場　№３配水ポンプ更新工事

配水池等水供給システム検討業務委託

上花輪浄水場　№４急速ろ過池更新工事

下三ケ尾配水管布設替工事

桐ケ作配水場　№１配水ポンプ更新工事

清水配水管布設工事

宮崎配水管布設工事

谷津配水管布設替工事（その２）

東金野井導水管等布設替工事
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４．会  計

（１）重要契約の要旨（１件 1,000万円以上の契約） （単位：円）

契約年月日 契 約 金 額 契　約　の　内　容 契 約 の 相 手 方

荏原実業(株)　東関東支社

荏原実業(株)　東関東支社

（株）日本水道設計社　松
戸営業所

水ｉｎｇエンジニアリング
(株)　首都圏支店

(有)小松屋ポンプ店

荏原実業(株)　東関東支社

福井電機(株)

三菱ふそうトラック・バス
(株)　南関東ふそう

(株)鴨狩商店

東京電機産業(株)　千葉支
店

荏原実業(株)　東関東支社

(株)エス・アイ・シー

(株)ホーユー水興

(有)小林設備

理水化学(株)

浦辺建設(株)

浅野さく泉管工(株)

末柄工業(株)

大現建設(株)

(株)高野住設

浅野さく泉管工(株)

栄進建設(株)

(株)ホーユー水興

宮崎配水管布設替工事

上花輪新町配水管布設替工事

東金野井浄水場　ろ過設備盤更新工事

中根配水場　配水ポンプ設備更新工事

桐ケ作配水場　監視カメラ更新工事

谷津配水管布設替工事（その１）

東金野井浄水場　№１ろ過機更新工事

目吹配水管布設工事（その１）

五木新町仕切弁設置工事

野田配水管布設替工事

給水車購入

木間ケ瀬浄水場　動力設備更新工事

横内配水管布設工事

木間ケ瀬浄水場　№５配水ポンプ更新工事

上花輪浄水場　№３配水ポンプ更新工事

配水池等水供給システム検討業務委託

上花輪浄水場　№４急速ろ過池更新工事

下三ケ尾配水管布設替工事

桐ケ作配水場　№１配水ポンプ更新工事

清水配水管布設工事

宮崎配水管布設工事

谷津配水管布設替工事（その２）

東金野井導水管等布設替工事

契約年月日 契 約 金 額

（２）企業債の概況 （単位：円）

契　約　の　内　容 契 約 の 相 手 方

機    構    債

種　　  　　類 前年度末残高 本年度借入高 本年度償還高 本年度末残高

政    府    債

合　　　　　計

山本建設工業(株)

七光台配水管移設工事 (有)小林設備

中根配水場　管理棟屋根防水工事
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５．その他 

（１）消費税法取扱通達による負担金等不課税収入の使途について 

イ  他会計補助金（収益的収入）のうち、1,737,000 円については、特定収入以外として児童

手当に、207,588,400 円については、特定収入以外として、基本料金免除額に充当した。 

ロ 受託工事収益（収益的収入）のうち、22,500,000 円については、特定収入として配水管移

設工事費に充当し、2,250,000 円については、特定収入以外として職員給与費（課税仕入以

外）に充当した。 

ハ   他会計負担金（収益的収入）3,190,000 円については、特定収入として消火栓維持費に充

当した。 

ニ  他会計負担金（資本的収入）8,739,000 円については、特定収入として消火栓設置費に充

当した。 

ホ 工事寄附負担金（資本的収入）2,351,800 円については、特定収入として導水管布設替工事

費に充当した。 

へ   雑収益（収益的収入）のうち、43,000 円については、水道メーターき損に係る損害賠償金

のため水道メーター購入費に、207,880 円については、原発事故に伴う水道水放射線汚染の

損害賠償金のため放射性物質測定費用等に、2,476,375 円については、水道機械設備損害保

険金のため設備機器修繕費に、144,683 円については、量水器取付間違いに係る損害賠償金

のため損害補填費に、12,650 円については、水道漏水に係る損害賠償金のため漏水修理工事

費に、10,000 円については、講習会参加費補助のため会費負担金に、消費税及び地方消費税

の還付に係る還付加算金 42,200 円については、備消品費に、301,863 円については、南房総

市への応急給水作業費に、413,801 円については、富津市への応援給水作業費に、それぞれ

特定収入として充当した。 

 

 



そ  の  他  の  書  類
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（単位：円）

1　業務活動によるキャッシュ・フロー

当年度純利益 504,931,353

減価償却費 939,810,172

固定資産除却費 34,259,367

貸倒引当金の増減額 △ 24,013

退職給付引当金の増減額 463,938

賞与引当金の増減額 △ 731,605

修繕引当金の増減額 △ 4,300,000

長期前受金戻入額 △ 170,658,289

支払利息及び企業債取扱諸費 51,412,409

未収金の増減額 △ 10,303,961

たな卸資産の増減額 △ 1,650,655

その他流動資産の増減額 1,000,000

未払金の増減額 △ 17,943,963

その他流動負債の増減額 16,185,249

　　小　計 1,342,450,002

利息の支払額 △ 51,412,409

　　　　業務活動によるキャッシュ・フロー 1,291,037,593

２　投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △ 1,326,792,307

工事寄附負担金による収入 2,351,800

消火栓設置負担金による収入 8,739,000

　　　　投資活動によるキャッシュ・フロー △ 1,315,701,507

３　財務活動によるキャッシュ・フロー

建設改良費等の財源に充てるための

企業債償還による支出 △ 344,397,544

　　　　財務活動によるキャッシュ・フロー △ 344,397,544

資金増加額又は減少額 △ 369,061,458

資金期首残高 5,337,906,885

資金期末残高 4,968,845,427

１．令和２年度　野田市水道事業キャッシュ・フロー計算書

（平成2年4月1日から令和3年3月31日まで）
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款 項 目 節 金      額 備                考

水道事業

収    益

そ の 他

営業収益

下水道受託

手 数 料

給水申込

納 付 金

給水申込

納 付 金

長期前受金

戻　入

受贈財産

評 価 額

工事寄附

負 担 金

その他長期

前 受 金

水道機械設備損害保険金及び

富津市・南房総市応援給水作業費用等

その他長期前受金戻入分

合    計

雑  収  益

その他雑収益

工事寄附負担金戻入分

他会計負担金 他会計負担金戻入分

配水管移設工事１件

受贈財産評価額戻入分

他会計補助金
水道料金負担軽減対策補助金
及び児童手当補助金

国県補助金戻入分補 助 金

２．収益費用明細書    金額は、消費税及び地方消費税抜きとなっています。             （単位:円）

水道料金

給水収益

営業収益

有収水量 　14,600,385㎥
年間延件数 　 350,040件

営業外収益

給水申込みによる納付金747件

受託工事収益

工事収益

消火栓維持管理負担金

他会計補助金

給水申込みによる手数料等

下水道使用料徴収受託手数料

他会計負担金

他会計負担金

手 数 料

（単位：円）

款 項 目 節 金      額 備                考

水道事業

費    用

原水及び

浄 水 費

賞与引当金

繰 入 額

浄水場等運転管理業務委託料及び

汚泥処理、機器保守管理委託料等

北千葉広域水道企業団から受水

受水量　14,054,690㎥

配水及び

給 水 費

一般職員給料４人分
（予算額　17,299,740円）

一般職員手当４人分
（予算額 　7,706,925円）

共済組合負担金等
（予算額 　5,214,844円）

出張旅費

浄水設備用備消品等

浄水・配水・取水場電気料等

滅菌用薬品等

有料道路通行料等

一般職員４人分
（予算額　 2,196,000円）

互助会負担金

下水道使用料

浄水・配水処理設備修繕

一般職員給料６人分
（予算額　26,999,300円）

賃  借  料

灯油

材  料  費

薬  品  費

通信運搬費

動  力  費

手  数  料

修  繕  費

水質検査手数料等

電算機賃借料等

施設修繕材料

専用回線料

営業費用

給      料

手      当

法定福利費

旅      費

備 消 品 費

光 熱 水 費

燃　料　費

委  託  料

負　担　金

使　用　料

給      料

手      当

受  水  費

一般職員手当６人分
（予算額　12,492,787円）
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款 項 目 節 金      額 備                考

水道事業

収    益

そ の 他

営業収益

下水道受託

手 数 料

給水申込

納 付 金

給水申込

納 付 金

長期前受金

戻　入

受贈財産

評 価 額

工事寄附

負 担 金

その他長期

前 受 金

水道機械設備損害保険金及び

富津市・南房総市応援給水作業費用等

その他長期前受金戻入分

合    計

雑  収  益

その他雑収益

工事寄附負担金戻入分

他会計負担金 他会計負担金戻入分

配水管移設工事１件

受贈財産評価額戻入分

他会計補助金
水道料金負担軽減対策補助金
及び児童手当補助金

国県補助金戻入分補 助 金

２．収益費用明細書    金額は、消費税及び地方消費税抜きとなっています。             （単位:円）

水道料金

給水収益

営業収益

有収水量 　14,600,385㎥
年間延件数 　 350,040件

営業外収益

給水申込みによる納付金747件

受託工事収益

工事収益

消火栓維持管理負担金

他会計補助金

給水申込みによる手数料等

下水道使用料徴収受託手数料

他会計負担金

他会計負担金

手 数 料

（単位：円）

款 項 目 節 金      額 備                考

水道事業

費    用

原水及び

浄 水 費

賞与引当金

繰 入 額

浄水場等運転管理業務委託料及び

汚泥処理、機器保守管理委託料等

北千葉広域水道企業団から受水

受水量　14,054,690㎥

配水及び

給 水 費

一般職員給料４人分
（予算額　17,299,740円）

一般職員手当４人分
（予算額 　7,706,925円）

共済組合負担金等
（予算額 　5,214,844円）

出張旅費

浄水設備用備消品等

浄水・配水・取水場電気料等

滅菌用薬品等

有料道路通行料等

一般職員４人分
（予算額　 2,196,000円）

互助会負担金

下水道使用料

浄水・配水処理設備修繕

一般職員給料６人分
（予算額　26,999,300円）

賃  借  料

灯油

材  料  費

薬  品  費

通信運搬費

動  力  費

手  数  料

修  繕  費

水質検査手数料等

電算機賃借料等

施設修繕材料

専用回線料

営業費用

給      料

手      当

法定福利費

旅      費

備 消 品 費

光 熱 水 費

燃　料　費

委  託  料

負　担　金

使　用　料

給      料

手      当

受  水  費

一般職員手当６人分
（予算額　12,492,787円）
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（単位：円）

款 項 目 節 金      額 備                考

賞与引当金

繰 入 額

水道メーター交換委託料

及び漏水修理当番委託料等

漏水修理工事及び

修繕水道メーター出庫等

賞与引当金

繰 入 額

「水道料金の減免」周知チラシ印刷

送料

漏水修理用材料

出張旅費

一般職員給料２人分
（予算額　8,415,000円）

事務用及び工事用備消品等

電算機賃借料

互助会負担金等

自動車重量税

共済組合負担金等
（予算額　 7,424,156円）

舗装復旧工事

一般職員２人分
（予算額　1,433,427円）

一般職員手当２人分
（予算額　3,273,573円）

備 消 品 費

業  務  費

印刷製本費

手      当

法定福利費

旅      費

給      料

受託工事費

保  険  料

通信運搬費

負　担　金

委  託  料

法定福利費

手  数  料

材  料  費

賃  借  料

工事請負費

修  繕  費

公  課  費

委  託  料

配水管移設工事１件

車両保険料

自動車リサイクル手数料

配水管移設工事設計業務委託１件

共済組合負担金等
（予算額　2,277,000円）

一般職員６人分
（予算額 　5,075,000円）

備 消 品 費

印刷製本費

路面復旧費

事務用備消品

配管図印刷費等

（単位：円）

款 項 目 節 金      額 備                考

賞与引当金

繰 入 額

水道事業ＰＲ用自由帳及び

水道水啓発チラシ印刷費等

庁内清掃業務委託料及び水道事業ＰＲ用

ペットボトル水製造業務委託料等

互助会負担金

特別職及び一般職員１０人分
（予算額　 7,379,209円）

車両及び庁舎修繕

借地料及び電算機賃借料等

職員定期健康診断費等

職員研修費

自動車用燃料

電話料等

非常用給水袋及び事務用備消品等

特別職及び一般職員給料１０人分
（予算額　40,720,957円）

特別職及び一般職員手当１０人分
（予算額　19,831,236円）

作業衣等

水道事業運営審議会委員報酬
（予算額　　 234,000円）

ガス使用料

浄化槽法定検査手数料等

共済組合負担金等
（予算額  11,753,000円）

出張及び研修旅費

施設借上料

水道料金口座振替手数料等

実支出 1,856,408円　引当金15,342,438円
（予算額17,198,846）

電話料

通信運搬費

研  修  費

委  託  料

修  繕  費

賃  借  料

手  数  料

厚　生　費

総  係  費

旅      費

手  数  料

負　担　金

委  託  料

法定福利費

報      酬

手      当

給      料

通信運搬費

賃  借  料

被  服  費

備 消 品 費

印刷製本費

退職給付費

燃  料  費

光 熱 水 費

水道料金等関連業務包括委託等
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（単位：円）

款 項 目 節 金      額 備                考

賞与引当金

繰 入 額

水道事業ＰＲ用自由帳及び

水道水啓発チラシ印刷費等

庁内清掃業務委託料及び水道事業ＰＲ用

ペットボトル水製造業務委託料等

互助会負担金

特別職及び一般職員１０人分
（予算額　 7,379,209円）

車両及び庁舎修繕

借地料及び電算機賃借料等

職員定期健康診断費等

職員研修費

自動車用燃料

電話料等

非常用給水袋及び事務用備消品等

特別職及び一般職員給料１０人分
（予算額　40,720,957円）

特別職及び一般職員手当１０人分
（予算額　19,831,236円）

作業衣等

水道事業運営審議会委員報酬
（予算額　　 234,000円）

ガス使用料

浄化槽法定検査手数料等

共済組合負担金等
（予算額  11,753,000円）

出張及び研修旅費

施設借上料

水道料金口座振替手数料等

実支出 1,856,408円　引当金15,342,438円
（予算額17,198,846）

電話料

通信運搬費

研  修  費

委  託  料

修  繕  費

賃  借  料

手  数  料

厚　生　費

総  係  費

旅      費

手  数  料

負　担　金

委  託  料

法定福利費

報      酬

手      当

給      料

通信運搬費

賃  借  料

被  服  費

備 消 品 費

印刷製本費

退職給付費

燃  料  費

光 熱 水 費

水道料金等関連業務包括委託等



− 31 −

（単位：円）

款 項 目 節 金      額 備                考

貸倒引当金

繰 入 額

有形固定資産

減価償却費

無形固定資産

減価償却費

固定資産

除 却 費

支払利息及び

企業債取扱諸費

財務省財政融資資金　 43,734,495円

地方公共団体金融機構  7,677,914円

過年度損益

修 正 損

過年度損益

修 正 損

1,878,478

266,168

941,400

2,584,186

合    計

営業外費用

減価償却費

企業債利息

公  課  費

特別損失

保  険  料

雑　支　出

資産減耗費

その他雑支出

負　担　金

使　用　料

2,735,047,625

51,780,531

117,725

117,725

51,412,409

51,412,409

368,122

368,122

939,810,172

4,244,012

224,000

非課税売上に対応する課税仕入税額の
調整分及び水道料金誤請求に伴う返金

117,725

34,259,367

939,586,172

34,259,367 配水管及び水道施設設備等除却

共済組合追加費用等

車両及び水道施設保険料

複写機使用料等

水道部マスコットキャラクター商標出
願・登録費用印紙代、自動車重量税
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款 項 目 節 金      額 備                考

工事寄附

負 担 金

工事寄附

負 担 金

工事寄附

負 担 金
舗装補修工事負担金

３．資本的収支明細書    金額は、消費税及び地方消費税抜きとなっています。           （単位:円）

資本的収入

他会計負担金

他会計負担金

他会計負担金

合    計

新設消火栓設置負担金

（単位：円）

款 項 目 節 金      額 備                考

浄水･配水施設更新工事及び

配水管布設替工事等２９件

賞与引当金

繰 入 額

固定資産

購 入 費

車両運搬具

購入費

工具、器具及び

備品購入費

配水管布設替工事実施設計業務委
託等９件

県道舗装復旧工事負担金１件

資産取得費 23,850,675

23,850,675

5,547,611
緊急用給水栓セット及び
卓上型濁度・色度測定器等

17,763,064 給水車、普通自動車及び軽自動車

被  服  費 23,080 作業衣等

備 消 品 費 461,902 設計用及び工事用備消品等

賃　借　料 2,558,400 電算機賃借料

負　担　金 12,384 互助会負担金

給      料 31,175,800
一般職員給料７人分
（予算現額　31,503,000円）

手      当 13,029,921
一般職員手当７人分
（予算現額　15,377,666円）

5,943,334
一般職員７人分
（予算現額　 5,943,334円）

法定福利費 8,553,411
共済組合負担金等
（予算現額　 9,121,000円）

事  務  費 61,758,232

水道ﾒｰﾀｰ費 1,973,975 新設分等水道メーター出庫

委  託  料 37,762,000

工事請負費 400,518,000
配水管布設工事及び水道施設管理棟【お客
様センター】建設事業新築工事等１７件

配水管布設工事実施設計業務等業
務委託４件

拡張事業費 500,038,232

水道施設費 438,280,000

委  託  料 75,470,000

工事請負費 701,097,000

水道ﾒｰﾀｰ費 1,973,975

工事負担金 26,299,126

資本的支出 1,673,126,552

建設改良費 804,840,101

水道施設費 802,866,126
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款 項 目 節 金      額 備                考

工事寄附

負 担 金

工事寄附

負 担 金

工事寄附

負 担 金
舗装補修工事負担金

３．資本的収支明細書    金額は、消費税及び地方消費税抜きとなっています。           （単位:円）

資本的収入

他会計負担金

他会計負担金

他会計負担金

合    計

新設消火栓設置負担金

（単位：円）

款 項 目 節 金      額 備                考

浄水･配水施設更新工事及び

配水管布設替工事等２９件

賞与引当金

繰 入 額

固定資産

購 入 費

車両運搬具

購入費

工具、器具及び

備品購入費

配水管布設替工事実施設計業務委
託等９件

県道舗装復旧工事負担金１件

資産取得費 23,850,675

23,850,675

5,547,611
緊急用給水栓セット及び
卓上型濁度・色度測定器等

17,763,064 給水車、普通自動車及び軽自動車

被  服  費 23,080 作業衣等

備 消 品 費 461,902 設計用及び工事用備消品等

賃　借　料 2,558,400 電算機賃借料

負　担　金 12,384 互助会負担金

給      料 31,175,800
一般職員給料７人分
（予算現額　31,503,000円）

手      当 13,029,921
一般職員手当７人分
（予算現額　15,377,666円）

5,943,334
一般職員７人分
（予算現額　 5,943,334円）

法定福利費 8,553,411
共済組合負担金等
（予算現額　 9,121,000円）

事  務  費 61,758,232

水道ﾒｰﾀｰ費 1,973,975 新設分等水道メーター出庫

委  託  料 37,762,000

工事請負費 400,518,000
配水管布設工事及び水道施設管理棟【お客
様センター】建設事業新築工事等１７件

配水管布設工事実施設計業務等業
務委託４件

拡張事業費 500,038,232

水道施設費 438,280,000

委  託  料 75,470,000

工事請負費 701,097,000

水道ﾒｰﾀｰ費 1,973,975

工事負担金 26,299,126

資本的支出 1,673,126,552

建設改良費 804,840,101

水道施設費 802,866,126
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（単位：円）

款 項 目 節 金      額 備                考

その他

資産取得費

財務省財政融資資金   254,170,925円

地方公共団体金融機構  90,226,619円

マスコットキャラクター商標権

合    計

企業債償還金

企業債償還金

企業債償還金
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４．固定資産明細書   

  （１）有形固定資産明細書

土        地

建        物

構   築   物

機械及び装置

車両運搬具

工具、器具及び備品

建設仮勘定

計

  （２）無形固定資産明細書

資 産 の 種 類 年度当初の現在高 当年度増加額 当年度減少額 当年度減価償却高

電 話 加 入 権

その他無形固定資産

計

  （３）投資その他の資産

区　　　　分 年度当初の現在高 当年度増加額 当年度減少額 年度末現在高

出  資  金

計

年度末現在高 資 産 の 種 類 年度当初の現在高 当年度増加額 当年度減少額
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４．固定資産明細書   

  （１）有形固定資産明細書

土        地

建        物

構   築   物

機械及び装置

車両運搬具

工具、器具及び備品

建設仮勘定

計

  （２）無形固定資産明細書

資 産 の 種 類 年度当初の現在高 当年度増加額 当年度減少額 当年度減価償却高

電 話 加 入 権

その他無形固定資産

計

  （３）投資その他の資産

区　　　　分 年度当初の現在高 当年度増加額 当年度減少額 年度末現在高

出  資  金

計

年度末現在高 資 産 の 種 類 年度当初の現在高 当年度増加額 当年度減少額

（単位：円）

（単位：円）

年度末現在高

野田市水道部マスコットキャラクター商標権

（単位：円）

累      計当年度増加額
年度末償却未済高

備　　　　　　　　　　　　　　　　考

備  考

減  価  償  却  累  計  額

備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考

当年度減少額



− 37 −

当年度償還高 償還高累計

平成5年3月25日

平成5年3月25日

平成5年3月30日

平成6年3月23日

平成6年3月23日

平成6年3月29日

平成6年3月29日

平成7年3月27日

平成7年3月27日

平成7年3月27日

平成7年3月30日

平成7年3月30日

平成8年3月14日

平成8年3月14日

平成8年3月14日

平成8年3月22日

平成8年3月22日

平成9年3月25日

平成9年3月25日

平成9年3月28日

平成9年3月28日

平成10年3月25日

平成10年3月25日

平成10年3月30日

平成10年3月30日

平成11年3月25日

平成11年3月25日

建
設
改
良
債
等
の
財
源
に
充
て
る
た
め
の
企
業
債

５．企業債明細書   

発行年月日 発行総額
種
類

償    還    高
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当年度償還高 償還高累計

平成5年3月25日

平成5年3月25日

平成5年3月30日

平成6年3月23日

平成6年3月23日

平成6年3月29日

平成6年3月29日

平成7年3月27日

平成7年3月27日

平成7年3月27日

平成7年3月30日

平成7年3月30日

平成8年3月14日

平成8年3月14日

平成8年3月14日

平成8年3月22日

平成8年3月22日

平成9年3月25日

平成9年3月25日

平成9年3月28日

平成9年3月28日

平成10年3月25日

平成10年3月25日

平成10年3月30日

平成10年3月30日

平成11年3月25日

平成11年3月25日

建
設
改
良
債
等
の
財
源
に
充
て
る
た
め
の
企
業
債

５．企業債明細書   

発行年月日 発行総額
種
類

償    還    高

（単位：円、％）

発行
価額

－ 令和5年3月 財務省財政融資資金

－ 令和5年3月 財務省財政融資資金

－ 令和3年3月 地方公共団体金融機構

－ 令和6年3月 財務省財政融資資金

－ 令和4年3月 地方公共団体金融機構

－ 令和6年3月 財務省財政融資資金

－ 令和6年3月 財務省財政融資資金

－ 令和7年3月 財務省財政融資資金

－ 令和7年3月 財務省財政融資資金

－ 令和7年3月 財務省財政融資資金

－ 令和5年3月 地方公共団体金融機構

－ 令和5年3月 地方公共団体金融機構

－ 令和8年3月 財務省財政融資資金

－ 令和8年3月 財務省財政融資資金

－ 令和8年3月 財務省財政融資資金

－ 令和6年3月 地方公共団体金融機構

－ 令和6年3月 地方公共団体金融機構

－ 令和9年3月 財務省財政融資資金

－ 令和9年3月 財務省財政融資資金

－ 令和7年3月 地方公共団体金融機構

－ 令和7年3月 地方公共団体金融機構

－ 令和10年3月 財務省財政融資資金

－ 令和10年3月 財務省財政融資資金

－ 令和8年3月 地方公共団体金融機構

－ 令和8年3月 地方公共団体金融機構

－ 令和11年3月 財務省財政融資資金

－ 令和11年3月 財務省財政融資資金

備        考償還終期利率未償還残高
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当年度償還高 償還高累計
発行年月日 発行総額

種
類

償    還    高

平成11年3月30日

平成12年3月24日

平成17年10月28日

【合　計】
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当年度償還高 償還高累計
発行年月日 発行総額

種
類

償    還    高

平成11年3月30日

平成12年3月24日

平成17年10月28日

【合　計】

（単位：円、％）

発行
価額

備        考償還終期利率未償還残高

－ 令和9年3月 地方公共団体金融機構

－ 令和12年3月 財務省財政融資資金

－ 令和2年9月
地方公共団体金融機構
（平成2年度債の借換え）
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